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 A* B* C* D* E* F** G** H** I** 
ᖺᗘ 2014 2014 2014 2014 2014 2013 2013 2013 2013 
ᶞ✀ ࢫࢠ ࢫࢠ ࢫࢠ ࢫࢠ ࣄࣀ࢟ ࢫࢠ ࢫࢠ ࢫࢠ ࢫࢠ 
ࢫࢠ 
ࣄࣀ࢟ 
ᯘ㱋㸦ᖺ㸧 59 67 50 47 50 49㹼55 41㹼70 43㹼61 44㹼59 
㠃✚㸦ha㸧 0.86 1.19 2.03 1.82 0.75 1.84 4.55 2.03 1.78 
ᖹᆒഴᩳ㸦r㸧 19.77 29.85 15.48 24.32 4.76 22.47 24.40 9.78 21.55 
㊰⥙ᐦᗘ㸦m/ha㸧 410.97 294.44 477.47 429.23 240.19 323.30 357.62 389.01 354.20 
ᖹᆒᮌᐤ㊥㞳㸦m㸧 9.57 12.42 7.40 6.80 14.36 10.86 8.06 11.44 8.91 
ᖹᆒᦙฟ㊥㞳㸦m㸧 258.80 234.82 589.80 138.90 194.63 462.96 225.13 152.51 245.60 
❧ᮌᐦᗘ㸦ᮏ/ha㸧 569 984 576 848 1,887 1,050 1,240 1,400 900 
ఆ᥇ᮌᖿᮦ✚㸦m3/ᮏ) 1.06 0.76 0.82 0.49 0.40 0.60 0.29 0.49 0.46 
⣲ᮦᮦ✚㸦m3/ᮏ) 1.00 0.60 0.74 0.44 0.38 0.54 0.26 0.44 0.41 
Ṍ␃ࡲࡾ㸦%㸧 94.1 79.4 91.0 89.1 95.0 89.7*** 89.7*** 89.7*** 89.7*** 
⣲ᮦ⏕⏘㔞㸦m3㸧 486.78 702.09 870.54 673.24 531.40 1,039.67 1,479.31 1,240.16 623.05 
኎ୖ㔠㢠㸦෇㸧 5,147,247 7,435,749 9,383,261 7,031,489 5,180,176 8,301,143 12,584,439 10,722,254 5,920,549 
*ࣔࢹࣝ஦ᴗࠊ**2⪅༠ᐃࠊ***ࣔࢹࣝ஦ᴗᖹᆒ್ 
表－ 1　調査地（皆伐）



























A* B* C* D** E** F** G** 
ᖺᗘ 2006 2006 2006 2010 2010 2010 2010 







ᯘ㱋㸦ᖺ㸧 31㹼50 52 37㹼51 39㹼56 55 52 53㹼54 
㠃✚㸦ha㸧 8.60 3.91 3.03 26.74 7.12 6.70 27.12 
ᖹᆒഴᩳ㸦°㸧 25.04 22.78 8.57 21.53 17.87 22.52 10.43 
㊰⥙ᐦᗘ㸦m/ha㸧 216.86 206.39 286.8 246.41 300.28 229.65 284.64 
ᖹᆒᮌᐤ㊥㞳㸦m㸧 19.47 18.93 12.88 23.59 12.82 27.74 14.57 
ᖹᆒᦙฟ㊥㞳㸦m㸧 237.15 134.27 77.76 356.23 154.73 111.98 477.43 
❧ᮌᐦᗘ㸦ᮏ/ha㸧 1,200 950 1,550 1,240 1,000 1,000 1,000 
❧ᮌᖿᮦ✚㸦m3/ᮏ) 0.56 1.42 0.32 0.79 0.71 0.62 0.57 
ᮏᩘ㛫ఆ⋡㸦%㸧 33.4 31.6 35.4 33.3 30.0 35.0 30.0 
ఆ᥇ᮌᖿᮦ✚㸦m3/ᮏ) 0.23 0.27 0.20 0.42 0.32 0.16 0.27 
⣲ᮦᮦ✚㸦m3/ᮏ) 0.19 0.22 0.16 0.34 0.28 0.13 0.20 
Ṍ␃ࡲࡾ㸦%㸧 76.8*** 76.8*** 76.8*** 77.3 87.4 76.8*** 65.7 
⣲ᮦ⏕⏘㔞㸦m3㸧 644.08 258.08 264.14 3,780.62 606.97 311.08 1,658.25 
኎ୖ㔠㢠㸦෇㸧 5,653,138 3,554,918 4,474,486 35,058,495 7,521,349 3,345,797 14,685,239 
*ᚑ᮶ᆺసᴗࠊ**ᶵᲔ໬సᴗࠊ***DࠊEࠊGࡢᖹᆒ್
 A B C D E F G H I 
ఆಽ 14.0 27.5 18.0 13.6 11.5 
86.0 121.1 37.5 28.5 㐀ᮦ 16.0 20.0 15.0 10.5 11.0 
㞟✚ 23.0 26.0 13.0 12.1 5.5 
56.5 75.5 63.0 22.0 ᦙฟ 12.5 22.5 23.0 12.6 15.5 
୺సᴗ 65.5 96.0 69.0 48.8 43.5 142.5 196.6 100.5 50.5 
సᴗ㐨సタ 4.0 3.5 8.0 3.7 2.0 - - - - 
ᆅᣛ 10.0 19.5 24.0 33.0 7.0 21.5 39.8 0.0 12.5 
᳜௜ 7.0 13.0 13.0 17.5 8.0 24.5 54.2 24.2 22.0 
ୗส 5.0 6.9 0.0 11.5 6.0 10.5 24.0 10.0 10.7 
෌㐀ᯘ 22.0 39.4 37.0 62.0 21.0 56.5 118.0 34.2 45.2 
ྜィ 91.5 138.9 114.0 114.5 66.5 - - - - 
ࢩࢫࢸ࣒ ᶵᲔ ᕤ⛬ ⏕⏘ᛶ㸦m3/ே᫬㸧 ୺సᴗ㈝㸦෇/m3㸧 ཧ⪃
୧᪉ ࢳ࢙࣮ࣥࢯ࣮ ఆಽ 㸦 㸧Τ Aruga et al.㸦2013㸧
ᚑ᮶ᆺ ࢳ࢙࣮ࣥࢯ࣮ 㐀ᮦ 㸦 㸧 ྠୖ
ᚑ᮶ᆺ ࣑ࢽࢢࣛࢵࣉ࣮ࣝࣟࢲ 㞟✚ 1.8 1,436 ྠୖ
ᚑ᮶ᆺ ᯘෆసᴗ㌴ ᦙฟ 8,928/㸦 + 1,660㸧 + 1,113 ྠୖ
ᶵᲔ໬ ࢢࣛࢵࣉ࣮ࣝࣟࢲ 㞟✚ 4.7 1,199 ྠୖ
ᶵᲔ໬ ࣉࣟࢭࢵࢧ 㐀ᮦ 㸦 㸧 ྠୖ
ᶵᲔ໬ ࣇ࢛࣮࣡ࢲ ᦙฟ 15,804/㸦 + 1,236㸧 + 708 ྠୖ
ᶵᲔ໬ ࢳ࢙࣮ࣥࢯ࣮ ఆಽ 㸦 㸧 Mizuniwa et al.㸦2016㸧
ᶵᲔ໬ ࢢࣛࢵࣉ࣮ࣝࣟࢲ 㞟✚ 11.5 640 ྠୖ
ᶵᲔ໬ ࣉࣟࢭࢵࢧ 㐀ᮦ 㸦 㸧 ྠୖ
ᶵᲔ໬ ࣇ࢛࣮࣡ࢲ ᦙฟ 16,687/㸦 + 1,261㸧 + 479 ྠୖ
Vn㸸ఆ᥇ᮌᖿᮦ✚㸦m3/ᮏ㸧ࠊVl㸸⣲ᮦᮦ✚㸦m3/ᮏ㸧ࠊLF㸸ᖹᆒᦙฟ㊥㞳㸦m㸧
ᚑ᮶ᆺసᴗ ᶵᲔ໬సᴗ
సᴗᶵᲔ A B C D E F G 
సᴗ㐨సタ ࣑ࢽࣂࢵࢡ࣍࢘ 17.5 4.5 12.0 0 0 0 0 
ࣂࢵࢡ࣍࢘ 0 0 0 47.0 19.5 5.5 39.0 
ᑠィ 17.5 4.5 12.0 47.0 19.5 5.5 39.0 
ఆಽ࣭㐀ᮦ ࢳ࢙࣮ࣥࢯ࣮ 92.8 39.2 77.2 359.5 59.9 32.1 213.3 
㐀ᮦ ࣉࣟࢭࢵࢧ 0 0 0 45.1 15.3 14.0 49.0 
ᑠィ 92.8 39.2 77.2 404.6 75.2 46.1 262.3 
㞟✚ ࣑ࢽࢢࣛࢵࣉࣝ 49.0 15.9 15.0 0 0 0 13.5 
ࢢࣛࢵࣉࣝ 0 0 0 144.6 19.5 11.3 49.2 
ᑠィ 49.0 15.9 15.0 144.6 19.5 11.3 62.7 
ᦙฟ ࣑ࢽࢢࣛࢵࣉࣝ 2ྎ
ᑠᆺ㐠ᮦ㌴ 68.5 7.6 12.7 0 0 0 0 
ࣇ࢛࣮࣡ࢲ 0 0 0 119.1 20.8 10.8 60.0 
ᑠィ 68.5 7.6 12.7 119.1 20.8 10.8 60.0 
ྜィ  227.8 67.2 116.8 715.3 135.0 73.7 424.0 
表－ 2　調査地（間伐）
















Mizuniwa et al.（2016）の推定式，間伐は Aruga et 
al.（2013）の推定式で算出した（表－ 5）。なお，こ
の式は労務経費を 2,550円 /人時と設定し，皆伐の
機械経費はMizuniwa et al.（2016）が設定した表－ 6









ル事業では作業道作設費は 312～ 537円 /m，運材費
は一般用材 1,400円 /m3，杭木用材 1,000円 /m3，燃
料用材 1,500円 /m3，直送材・短材は土場渡しのた
め運材費は 0円 /m3，諸経費は主作業費の 22%，組
合手数料は売上の 5%，市場手数料は市場売上げの








費は 369,491円 /ha，下刈りは 5年間で 225,500円 /ha
とした。2年目以降の下刈りは 1回 11万円 /haとした。
　造林費補助金は地拵，植付から 5年目までの下









のうち一般用材が 93％の 70m3/ha，杭木用材が 7%
の 5m3/haであった（図－ 1）。2010年度機械化間伐
では出材量が 94m3/haに増加し，そのうち一般用材
が 72％の 68m3/ha，杭木用材が 3％の 3m3/ha，短材










　皆伐作業では 2013年度 2者協定では 430m3/haが
搬出され，そのうち一般用材が 13％の 57m3/ha，直
送材が 55％の 236m3/ha，杭木用材が 0.3％の 1m3/ha，




材が 16％の 78m3/ha，杭木用材が 1％の 4m3/ha，短



















表－ 7　機械経費（間伐、Aruga et al. 2013）













































の 834,646 円 /ha（11,970 円 /m3），杭木用材が 5%
の 45,827円 /ha（8,607円 /m3）であった（図－ 3）。
2010年度機械化間伐では売上金額は 895,551円 /
ha（9,535円 /m3）で，そのうち一般用材が 84％の
751,426円 /ha（11,063円 /m3），杭木用材が 3％の
22,630円 /ha（9,516円 /m3），短材が 7％の 63,166円










材が 18％の 671,971円 /ha（11,793円 /m3），直送材
が 69％の 2,521,096円 /ha（10,662円 /m3），杭木用
材が 0.3％の 9,792円 /ha（8,625円 /m3），短材が 8％
の 282,918円 /ha（4,917円 /m3），チップ用材が 5％
の 193,476円 /ha（2,496円 /m3）であった。2014年
度モデル事業の売上金額は 5,139,537円 /ha（10,471
円 /m3）で，そのうち一般用材が 63％の 3,248,670
円 /ha（13,202円 /m3），直送材が 19％の 987,936円
/ha（12,712円 /m3），杭木用材が 1％の 36,326円 /ha
（9,082円 /m3），短材が 9％の 453,025円 /ha（6,488
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は 36％，従来型間伐は 44％，集積搬出は 2014年
度皆伐は 60％，2013年度皆伐は 61％，機械化間伐









3,175円 /m3，2013年度皆伐は 3,131円 /m3，機械化































































ࣔࢹࣝ஦ᴗⓙఆసᴗ᪥ሗ ᥎ᐃᘧ 2⪅༠ᐃⓙఆసᴗ᪥ሗ ᥎ᐃᘧ
ᶵᲔ໬㛫ఆసᴗ᪥ሗ ᥎ᐃᘧ ᚑ᮶ᆺ㛫ఆసᴗ᪥ሗ ᥎ᐃᘧ




伐は 2,041円 /m3，2013年度皆伐は 2,286円 /m3，機



















2014年度皆伐は 6,232円 /m3，2013年度皆伐は 5,025
円 /m3，機械化間伐は 7,529円 /m3，従来型間伐は
10,682円 /m3であった。2013年度 2者協定は直送が
多かったため，運賃が少なかった。したがって，収
支は 2014年度皆伐は 4,239円 /m3，2013年度皆伐は




2014年度は 14.06人日 /ha，2013年度は 9.03人日 /
ha，植付の所要人工数は 2014年度は 8.80人日 /
ha，2013年度は 12.25人日 /ha，下刈の所要人工数
は 2014年度は 6.36人日 /ha，2013年度は 5.41人日
/ha，1年目の所要人工数は 2014年度は 29.22人日 /
ha，2013年度は 26.69人日 /haであった（図－ 10）。
　岡（2014）による地拵えの所要人工数は人力作業
では 13.5人日 /haであったものが，機械では緩傾斜



























































































































図－ 9　労働生産性と主作業費（*有意水準 1％） 図－ 10　所要人工数
75
ha，ヒノキ 21.7人日 /haであり，一部機械を使用し
た 2014年度 14.06人日 /ha，2013年度 9.03人日 /ha
は岡（2014）の機械作業ほどではないが，人力作業
と比較すると省力化されていることが分かる。
　2014年度は 1か所 3,000本 /ha植え，他は 2,400
本 /ha植えであったため，植付時間は 84.9秒 /本，
労働生産性は 42.4本 /人時，所要人工数は 8.80人日
/ha，2013年度は 3,000本 /ha植えであったため，植









は 2.4～ 10.3人日 /ha，普通苗植付作業の所要人工
数は 6.2～ 15.5人日 /haであった。大川畑（2003）
の試算では，普通苗植付作業の所要人工数はスギ
16.4人日 /ha，ヒノキ 18.4人日 /haであり，全体的
にコンテナ苗の所要人工数が低いことが分かる。
　作業日報により算出した下刈の所要人工数は 2014
年度は 6.36人日 /ha，2013年度は 5.41人日 /haであっ
た。大川畑（2003）の試算では人力作業の所要人工
数はスギ 3.16人日 /ha，ヒノキ 2.70人日 /haである。
なお，大川畑（2003）の試算ではスギで 2年目 8.94
人日 /ha，3年目 11.74人日 /ha，4年目 11.98人日 /
ha，5年目 11.14人日 /ha，ヒノキで 2年目 9.42人日




ないため 2.6人日 /haであるが，5～ 6年にはそれ以













　2014 年度は 1 か所 3,000 本 /ha 植えであるが，
他は 2,400 本 /ha 植えで，苗木費は 128 円 / 本で
319,823円 /ha，植付費用は 102,519円 /ha，地拵え
費用は 230,000円 /haで合計 652,342円 /ha，2013年
度は 3,000本 /ha植えで苗木費 132円 /本で 395,500
円 /ha，植付費用は 147,225円 /ha，地拵え費用は
115,220円 /haで合計 657,945円 /haであった。
　森林総合研究所（2013）によると普通苗 2,500本 /
ha植栽で苗木費 75円 /本として 187,500円 /ha，植
付費用は 25万円 /ha程度，地拵え費用は 35万円 /ha
程度で従来型施業の再造林費用は 80万円 /ha程度と
試算されるのに対し，コンテナ苗 2,500本 /ha植栽
で苗木費 120円 /本として 300,000円 /ha，植付費用




で地拵え 499千円 /ha，植栽 447千円 /haで 946千円
/haと試算されるのに対し，コンテナ苗 1,500本 /ha
植栽で機械地拵え 250千円 /ha，植栽 430千円 /haで
680千円 /haと試算されている。ただし，機械地拵
えは平均 238千円 /ha（90～ 426千円 /ha）であるが，
コンテナ苗の植栽コストはスギ（3,000本 /ha）で
702千円 /haであり，従来の植栽コスト 792千円 /ha
に対して削減率は 11％なのに対し，カラマツ（1,000
～ 2,500本 /ha）で 239～ 678千円 /haであり，従来












育林費は苗木代 250,543円 /haを含む 701,283円 /ha，
ヒノキは苗木代 331,654円 /haを含む 899,151円 /ha，
栃木県（大野 2012）の試算では 4,000本 /ha植栽で














円 /ha程度（1回で約 12万円 /ha），コンテナ苗で 3
回で 40万円程度（1回で約 13万円 /ha），大苗で 2
回で 25万円程度（1回で約 12万円 /ha）と試算さ
れ，岩手県（2014）では回数は不明であるが，従来
型施業では 551千円 /ha，低密度植栽で筋刈を想定
した場合は 80％の 441千円 /haと試算している。栃
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図－ 11　収支
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